
７
月
１
日
、
剣
淵
町
大
通
り
に
て
、

招
魂
祭
音
楽
行
進
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、

町
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
に
て
、
令
和

元
年
度
招
魂
祭
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
招
魂
祭
は
、
毎
年
剣
淵
町
と
招

魂
祭
奉
賛
会
が
行
っ
て
お
り
、
祭
壇
前

で
遺
族
や
来
賓
者
、
一
般
参
加
者
が
戦

没
者
に
追
悼
の
意
を
込
め
献
花
と
参
拝

を
し
て
い
ま
す
。

式
典
前
の
音
楽
行
進
で
は
、
町
内
大

通
り
を
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
や

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

も
昨
年
に
引
き
続
き
陸
上
自
衛
隊
第
二

音
楽
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
も
出
演
し
て

い
た
だ
き
、
音
楽
行
進
に
引
き
続
き
町

民
セ
ン
タ
ー
で
演
奏
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
を
通
じ
先
人

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
早
坂
町
長
が
「
昭
和
か

ら
平
成
、
令
和
の
時
代
と
移
り
変
わ
る

な
か
で
、
平
和
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る

思
い
を
次
世
代
に
継
承
し
、
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
づ
く
り
、
豊

か
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
絶
え
間
な

い
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。」と
祭
詞

を
述
べ
、
北
海
道
連
合
遺
族
会
の
伊
東

良
孝
理
事
長
は
「
私
た
ち
戦
没
者
遺
族

会
は
世
代
の
立
場
を
越
え
て
、
国
に
殉

じ
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊
の
追
悼
、
顕
彰

を
継
続
し
、
国
の
伝
統
、
文
化
、
良
俗

を
守
り
続
け
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。」と

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲陸上自衛隊第二音楽隊の演奏▲町民センターに設置された戦没者祭壇


